
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平成２４年３月２２日 

国分寺市教育委員会 

第２次国分寺市特別支援教育基本計画 

（義務教育時）  



 

 

はじめに 

  

国分寺市では,特別な支援を必要とする児童・生徒一人一人の可能性を最大限に伸長し,

自立と社会参加を目指す教育環境の一層の充実のために,平成 20年５月に,国分寺市にお

ける特別支援教育推進の基本的な方向を示すものとして,国分寺市特別支援教育基本計

画（義務教育時）（以下「本計画」という。）を作成しました。 

具体的には,本計画に基づき,次に示す内容について,小・中学校における特別支援教育

推進体制を整備してきました。 

 １ 施設に関すること 

・特別支援教室や特別支援学級の計画的な設置 

２ 組織的な支援体制に関すること 

・個別支援委員会や校内委員会の設置    

・個別の教育支援計画の導入 

３ 人的支援に関すること 

・特別支援教育支援員や特別支援教育相談員の各小・中学校への派遣 

一方,東京都は,平成 22年 11月に,「東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画」を

策定しました。その中では,小・中学校の通常の学級に在籍する発達障害の児童・生徒へ

の支援を充実させるため,すべての小・中学校に特別支援教室を設置することや,通級指

導学級を巡回指導の拠点校として位置付けることなどが示されています。  

こうした東京都の動向を踏まえ,国分寺市教育委員会では,本計画を改訂するために,

平成 23年７月に特別支援教育推進委員会（以下「本委員会」という。）を設置しました。 

 本委員会では,７月から 11 月までの５回にわたり,平成 24 年度以降の新たな特別支援

教室,通級指導学級（情緒障害等）及び固定学級（自閉症・情緒障害）の設置や,就学後

の児童・生徒の支援の在り方に関することなどについて協議していただきました。その

後,本委員会での結果報告を 11月に受け,本結果報告と国及び東京都の動向を踏まえなが

ら本計画を改訂しました。 

国分寺市教育委員会では,改訂した基本計画に基づき,特別支援教育の一層の充実に努

めてまいりますが,今後も学校をはじめ,保護者及び市民のご理解とご協力を改めてお願

いいたします。また,本計画を改訂するにあたり,貴重なご意見を多数いただいた本委員

会委員の方々に深く感謝いたします。 

 

平成 24年３月 

                              国分寺市教育委員会 
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１ 特別支援教育の理念と国及び東京都の動向 

＜特別支援教育の理念＞ 

 

 

 

 

 

 

平成 19年４月１日付 19文科初第 125 号「特別支援教育の推進について（通知）」より 

＜国及び東京都の動向＞ 

年 国 東京都 

 

平成 15年 

 

 

平成 16年 

 

 

平成 17年 

 

 

平成 18年 

 

 

平成 19年 

 

 

 

 

 

平成 22年 

 

・今後の特別支援教育の在り方に

ついて（最終報告） 

 

 

 

 

・特別支援教育を推進するための

制度の在り方について（答申） 

 

・学校教育法施行規則の一部改正 

 

 

・「発達障害」の用語の使用につい

て（通知） 

・特別支援教育の推進について 

（通知） 

・学校教育法の一部改正 

・特別支援教育の全面実施 

 

 

 

 

 

・東京都特別支援教育推進計画第

一次実施計画の策定 

 

 

 

 

 

 

 

・東京都特別支援教育推進計画第

二次実施計画の策定 

 

 

 

 

・東京都特別支援教育推進計画第

三次実施計画の策定 

 

特別支援教育は，障害のある幼児・児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体 

的な取組を支援するという視点に立ち，幼児・児童・生徒一人一人の教育的ニー

ズを把握し，その持てる力を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服するため，

適切な指導及び必要な支援を行う。 

また，特別支援教育は，これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく，知的な

遅れのない発達障害も含めて，特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒が在籍

するすべての学校において実施されるものである。 

さらに，特別支援教育は，障害のある幼児・児童・生徒への教育にとどまらず，

障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ人々が生き生きと活躍できる共生

社会の形成の基礎となるものであり，我が国の現在及び将来の社会にとって重要

な意味をもっている。 



 

2 

 

２ 国分寺市特別支援教育基本計画（義務教育時）に基づく特別支援教育の実施状況 

（１） 市立小・中学校特別支援教室及び特別支援学級の設置状況 

国分寺市では，本計画に基づき特別支援教室や特別支援学級の設置を進めてきまし

た。【表１】は，平成 23年度における市立小・中学校特別支援教室及び特別支援学級

の設置状況を示したものです。 

【表１】 市立小・中学校特別支援教室及び特別支援学級の設置状況 

（表中の年度は設置年度）                        

                                            特別支援教室 
通級指導学級 

（情緒障害等） 

固定学級 

（知的障害） 
固定学級 

（自閉症・情緒障害） 

第一小学校  平成 15年度   

第二小学校   昭和 63年度  

第三小学校 平成 22年度    

第四小学校   昭和 39年度 昭和 53年度 

第五小学校  平成 19年度   

第六小学校 平成 21年度    

第七小学校   昭和 55年度  

第八小学校 平成 20年度 平成 22年度   

第九小学校 平成 19年度    

第十小学校 平成 20年度    

第一中学校 平成 23年度    

第二中学校   昭和 33年度  

第三中学校   平成 23年度  

第四中学校     

第五中学校  平成 17年度   

 

本計画では，特別支援学級の設置されていない学校から順次，特別支援教室の設置

を進めてきました。また，平成 23 年度時点では，中学校に固定学級（自閉症・情緒

障害）が設置されていない状況があります。 

Ｐ３には，国分寺市特別支援学級等の配置図を，Ｐ４の【図１】には，平成 19 年

度から平成 23 年度までの国分寺市における特別支援学級に在籍する児童・生徒数の

推移についてそれぞれ示しました。 

 



 

通級指導学級 
（情緒障害等） 

 

 

 

 

 

通級指導学級 
（情緒障害等） 

一中 

二中 

七小 

三小 

九小 十小 

五中 

八小 

六小 

五小 

二小 

三中 

四中 

四小 

一小 

 

 

 

通級指導学級 
（情緒障害等） 

 

 

国分寺市特別支援学級等配置図 

（平成 23年５月１日現在） 

通級指導学級 
（情緒障害等） 

3
 

固定学級 
（知的障害） 

固定学級 
（知的障害） 

固定学級 
（知的障害） 

固定学級 
（知的障害） 

 
固定学級 

（知的障害） 

固定学級 
（自閉症・情緒障害） 

特別支援教室 

特別支援教室 

特別支援教室 

特別支援教室 

 

特別支援教室 

特別支援教室 
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【図１】 国分寺市における特別支援学級に在籍する児童・生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

過去５年間，小学校では，通級指導学級（情緒障害等），固定学級（知的障害及び

自閉症・情緒障害）に在籍する児童数はそれぞれ増加傾向にあります。また，中学校

では，固定学級（知的障害）に在籍する生徒数は増加傾向にありますが，通級指導学

級（情緒障害等）に在籍する生徒数はほぼ横ばいと言えます。 

 

 

（２） 義務教育時の支援体制 

国分寺市では，本計画に基づき，特別支援教育支援員や特別支援教育相談員の各

小・中学校への派遣，さらには，個別支援委員会や校内委員会の設置等をとおして，

【図２】に示す体制で，特別支援教育を推進してきました。また，【表２】に本市に

おける特別支援教育の実施状況についてまとめました。 

 

 

 

人 人

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

H19 H20 H21 H22 H23

【小学校】
人

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

H19 H20 H21 H22 H23

【中学校】
人

固定学級

（知的障害）

通級指導学級

（情緒障害等）

通級指導学級

（情緒障害等）

固定学級

（知的障害）

固定学級

（自閉症・情緒障害）
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【図２】 義務教育時の支援体制 

 

特別支援教育 

コーディネーター 

３ 

学  校 
保護者   関係機関 

教育相談室 

(特別支援教育相談員） 
個別支援委員会 

２ 
４ 

個別の教育

支援計画 

個別指導 

計画 

５ 

特別支援教室 

（特別支援教育支援員） 
校内委員会 

特別支援学級 

（固定学級・通級指導学級） 

１ 

児童・生徒 

 

学級担任 

特別支援教育 

コーディネーター 

３ 

 

 

＊【図２】の番号は，【表２】の番号と対応しています。 

 

【表２】 本市おける特別支援教育の実施状況 

  取 組 状 況 

１ 
特別支援教室 

（特別支援教育支援員） 

平成 23年度は，特別支援教室が設置されている学校（第三

小学校，第六小学校，第八小学校，第九小学校，第十小学

校，第一中学校）に，週１回派遣している。 

２ 
教育相談室 

（特別支援教育相談員） 

教育相談室の教育相談員が，１校当たり年 10回巡回してい

る。 

３ 校内委員会 
市内全小・中学校で，週１回から月１回の割合で開催して

いる。 

４ 個別支援委員会 
平成 20 年度は年 10 回，平成 21，22 年度は年 13 回，平成

23年度は年 15回と，開催回数が年々増加する傾向にある。 

５ 個別の教育支援計画 
在学中の児童・生徒に対する支援の方法について，保護者

の了解を得た上で各学校が作成している。 
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３ 特別支援教育実施上の課題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 平成 24年度以降の特別支援教育の方向性 

  

（１）特別支援教室，通級指導学級（情緒障害等）及び固定学級（自閉症・情緒障害）

の設置に関すること 

 ① 基本的な考え方について 

    

【図１】（Ｐ４）の国分寺市の特別支援学級に在籍する児童・生徒数の推移を踏

まえながら，【表３】に示す方向で進めていくことを，設置計画を立案する際の基

本的な考え方とします。ただし，中学校に固定学級（自閉症・情緒障害）を設置す

ることについては，平成 24 年度に改めて検討委員会を設置して慎重に検討するこ

ととします。 

         

       【表３】設置計画を立案する際の基本的な考え方 

 

 基本的な考え方 

特別支援教室 
一部特別な指導を必要とする児童・生徒への個別支

援を行うため，全市立小・中学校に設置する。 

通級指導学級（情緒障害等） 巡回指導の拠点校として，小学校に２校設置する。 

中学校固定学級 

（自閉症・情緒障害） 

検討委員会を平成 24 年度に設置して，東京都の動

向を踏まえながら慎重に検討する。 

 

さらに，新設する際には，国分寺市の今後の財政状況を鑑み，これまで行ってき

た特別支援教育に関する取組（例えば，現在行っている中学生のスクールバスの利

用など）についての見直しを図ることも必要であると考えます。 

  

 

(1) 特別支援教室，通級指導学級（情緒障害等）及び固定学級（自閉症・情緒

障害）の設置に関すること 

(2) 就学後の支援の在り方に関すること 

(3) 特別な支援を必要とする児童・生徒への支援に関すること 

  ① 個別の教育支援計画の書式や活用方法の改善について 

  ② 通常の学級に配置される介助員について 

  ③ 特別支援教育にかかる教員の研修体制について 
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② 設置に関する年次計画について 

 

  ①を踏まえ，設置に関する年次計画については，【表４】に示すとおりとします。

なお，本年次計画では，平成 28 年度までに，市内の全市立小・中学校で特別支援

教室の設置が完了する予定です。 

 

           【表４】設置に関する年次計画 

 

 
平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

特別支援教室 
中学校： 

１校開設 

小学校： 

１校開設 

小学校： 

１校開設 

中学校： 

１校開設 

中学校： 

１校開設 

通級指導学級 
（情緒障害等） 

 

 

小学校： 

１校開設 
  

小学校： 

１校開設 

中学校固定学級 
 (自閉症・情緒障害） 

検討委員会

の設置 
 中学校：１校開設（＊１） 

 

＊１：中学校固定学級（自閉症・情緒障害）の新設あるいは中学校通級指導学級（情緒障害

等）の増設については，検討委員会の結果を受けて計画する。 

 

（２）就学後の支援の在り方に関すること 

 ① 基本的な考え方について 

   

従来の就学相談とともに，各小・中学校の校内委員会に特別支援教育相談員を計

画的に参加させ，当該児童・生徒に対する就学後の支援体制を確立します。 

  

② 就学後の支援の流れについて 

 

  【図３】に示すように，現行では，行動観察終了後，特別支援教育相談員が管理

職や当該教員に対して，対象児童・生徒への支援についての指導・助言を行ってい

ますが，平成 24 年度以降は，特別支援教育相談員を校内委員会に計画的に参加さ

せ，校内委員会をとおして，当該児童・生徒への支援についての指導・助言を行う

ようにします。 

  また，特別支援教育相談員は，各学校での就学後の当該児童・生徒の状況につい

て，定期的に個別支援委員会に報告するようにします。個別支援委員会では，主に

就学後不適応を起こしている児童・生徒の支援内容や方法等についての助言を行い，

当該児童・生徒及びその保護者への支援につなげていくようにします。 

さらに，【図３】に示す就学後の支援の流れを確立するために，改善の方向性と

して，校内委員会と個別支援委員会の在り方について８ページ以降に示しました。 
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           【図３】 就学後の支援の流れ 

     

         ＜現 行＞              ＜平成 24年度以降＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改善の方向性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 校内委員会について 

＜検討の対象とする児童・生徒＞ 

(1) 前年度の個別支援委員会で審議を受けた児童・生徒 

(2) 前々年度までの個別支援委員会で審議を受けた児童・生徒の中で校長が相談

を希望する児童・生徒 

(3)  (1),(2)以外の児童・生徒の中で，校長が相談を希望する児童・生徒 

＜運営方法＞ 

(1) 各学校の校内委員会では，就学後の当該児童・生徒やその保護者への支援に

ついての協議を月１回行う。 

(2) 校内委員会には，特別支援教育相談員が計画的に出席し，管理職や当該教員

に対して，具体的な指導・助言を行う。 

(3) 特別支援教育相談員は，学期に１度，個別支援委員会へ就学後の当該児童・

生徒の状況についての報告を行う。 

(4) 福祉保健部が進めている個別支援システム（＊２）と連携を図りながら，当

該児童・生徒や保護者への支援に当たる。 
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管 理 職 や 当 該 教  

員への指導・助言 

保護者への連絡 

対象児童・生徒の決定 

特

別  

支  

援  

教  

育  

相  

談  

員 

対象児童・生徒の決定 

行  動  観  察 

当該児童・生徒，保

護者への支援 

保護者 

校内委員会 

個別支援委員会 
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 ＊２ 個別支援システム： 

国分寺市障害者計画に基づき，障害のある児童・生徒等に対して，教育，福祉，保

健・医療等の専門機関が一体となって，一貫した支援を行うためのシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特別な支援を必要とする児童・生徒への支援に関すること 

 ① 個別の教育支援計画の書式や活用方法の改善について 

 ＜改善の方向性＞ 

 

 

 

 

 

        

 

  
＊３ 特別な支援を必要とする児童・生徒： 

本計画では，個別の教育支援計画作成の対象を，「障害によって特別な支援を必

要とする子ども」と示しているが，今後は，保護者の理解を一層得るために，【表

５】のように，「現行に加えて，校長と保護者との十分な話し合いに基づき校長が

特別な支援を必要と認める児童・生徒」に改める。 

     なお，本報告書では，「子ども」という文言は使用せず，「児童・生徒」で統一し

ているので，作成の対象についても，「子ども」を「児童・生徒」に改める。 

 

 

 

 

 

 

○ 個別支援委員会について 

 就学相談と就学後の支援に関する審議を分ける。 

＜運営方法＞ 

(1) 開催回数は，平成 23 年度と同じ年間 15 回とするが，１回当たりの開催時

間を現行より長くする。 

(2) ７月，12 月及び３月の個別支援委員会では，当該児童・生徒の就学後の支

援についての審議を行う。 

(3) 個別支援委員会での審議は，主に就学後不適応を起こしている児童・生徒

の支援内容や方法等について行う。適応している児童・生徒の就学後の状況

については書面にて報告を受ける。 

(4) 就学に関する個別支援委員会の審議結果と保護者の考えが異なる場合は，

１年間の就学後の経過を受けた後，個別支援委員会で審議を行う。 

  個別の教育支援計画について，書式や運用上の改善を図ることにより，保護

者の理解が得やすく，学校や家庭で活用できるものに改める。なお，作成の対

象は，特別な支援を必要とする児童・生徒（＊３）のうち，保護者の了解を得た

児童・生徒とする。  
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【表５】 個別の教育支援計画作成の対象 

 

現 行 平成 24年度以降 

障害によって特別な支援が必要な子ども 

＜障害の範囲＞ 

視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不

自由，病弱，言語障害，ＬＤ，ＡＤＨＤ，

高機能自閉症等 

現行に加えて，校長と保護者との十

分な話し合いに基づき校長が特別

な支援を必要と認める児童・生徒 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 書式について 

  東京都で作成した個別の教育支援計画の書式を基本にして，次のように改

める。なお，改正後の書式と記入例をそれぞれ次ページから掲載した。  

(1)「保護者の希望」の欄を新たに設け，学校に対する保護者の希望を低・中・

高学年ごとに記載できるようにする。 

(2) 支援の欄については，「支援の目標」「学校による支援」「関係機関による支

援」の３つに精選する。 

(3)「支援の目標」「学校による支援」「関係機関による支援」「支援内容の評価

と課題」の各欄を，小学校では低・中・高学年ごとに，中学校では学年ご

とに分割して記載できるようにする。 

(4)「特記事項」の欄を設け，障害の程度や愛の手帳の有無等について記載でき

るようにする。 

(5)「校内委員会等の記録」の欄を，「校内委員会及び個別支援委員会の記録」

の欄に改めるとともに，会議の回数が多くなっても記載できるよう，記載

欄は裏面とする。 

(6) 個別の教育支援計画の作成や更新の確認として，校長，作成担当者，保護

者の押印欄をそれぞれ設ける。 

○ 運用について 

(1) 年度当初の保護者会をはじめ，様々な機会をとらえて，個別の教育支援計

画作成の意義や活用方法等について説明する。 

(2) 個別の教育支援計画を基に，保護者との面談を学期ごとに行う。 

(3) 保護者の理解を得るために，必要に応じて保護者の校内委員会への出席を

促すなどして，学校として組織的に対応する。 

(4) 進学または転学に当たっては，保護者に個別の教育支援計画の引き継ぎに

ついての確認を得た上で進学先または転学先の学校へ引き継ぐ。 
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フリガナ

氏名

在籍校 １年○組 ２年△組 年　組 年　組 年　組 年　組

支援内容：

  特　記　事　項

1年生 ３年生 ５年生

2年生 ４年生 ６年生

1年生 ３年生

個別支援
システム

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

支援機関： 担当者： 連絡先：

５年生 ６年生

福祉

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

１年生 ２年生

３年生 ４年生

  関  係  機  関  に　よ　る  支  援

医療

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

　保　護　者　の　希　望
２年生

５年生 ６年生

　学　　校　　に  　よ 　 る　　支　　援

５年生

2年生 ４年生 ６年生

１年生

３年生

５年生

保護者

国分寺市立第　　　　小学校

　将来についての希望

児童

担任氏名
低学年 中学年 高学年

（様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別の教育支援計画　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ＜改正後＞
　児童について

児童

４年生

６年生

１年生 ２年生

３年生 ４年生

　支　　援　　の　　目　　標
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日　　時

新規

校長印

作成担当者印

私は、以上の内容を確認しました。

確認日

保護者
氏名・印

１年生 ２年生

３年生 ４年生

５年生 ６年生

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

  校内委員会及び個別支援委員会の記録

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

  支援内容の評価と課題

参 加 者 協議内容・引継事項等
校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

  作成・更新の確認

作成日

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター
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フリガナ

氏名

在籍校

（様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　   個別の教育支援計画　　　                 　　　　　　　　　  　　　　　　　　　＜改正後＞

　生徒について

生　徒

担任氏名

1年生 2年生 3年生

国分寺市立第　　　　中学校 　年　　　組 　年　　　組 　年　　　組

　将来についての希望

生　徒
1年生 2年生 3年生

保護者

　保　護　者　の　希　望
1年生

2年生

3年生

　支　　援　　の　　目　　標
1年生

2年生

3年生

　学　　校　　に  　よ 　 る　　支　　援
1年生

2年生

3年生

　関  係  機  関  に　よ　る  支  援

医療

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

福祉

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

個別支援
システム

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

　特　記　事　項
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日　　時

新規

校長印

作成担当者印

私は、以上の内容を確認しました。

確認日

保護者
氏名・印

　支援内容の評価と課題
1年生

2年生

3年生

　校内委員会及び個別支援委員会の記録
参 加 者 協議内容・引継事項等

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

　作成・更新の確認

作成日
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フリガナ

氏名

在籍校 １年○組 ２年△組 年　組 年　組 年　組 年　組

2年生　　社会に出て働けるようにしたい。

５年生

６年生

３年生 ５年生

４年生 ６年生

５年生 ６年生

３年生 ４年生

５年生 ６年生

１年生    ・学級の中で良好な対人関係を保てるように支援する。

　　　　　 ・身の回りのことを自分でできるように支援する。

２年生　　・学級の中で良好な対人関係を保てるように支援する。

　　　　　 ・コミュニケーション能力が向上するよう支援する。

　支　　援　　の　　目　　標

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

　特　記　事　項

福祉

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

個別支援
システム

支援機関： 担当者： 連絡先：

支援内容：

　関  係  機  関  に　よ　る  支  援

医療

支援機関：○○病院 担当者：○○さん 連絡先：×××－×××－×××

支援内容：定期的な通院

５年生 ６年生

　学　　校　　に  　よ 　 る　　支　　援
１年生　・場にふさわしい言葉遣いや態度について理解できるよう支援する。

　　　　 ・やらなければならないことを視覚化し、自分でできるよう支援する。
２年生　　・場にふさわしい言葉遣いや態度について、理解できるよう継続して支援する。

　　　　　・気持ちのコントロールができるよう支援する。

３年生 ４年生

１年生　・学校で友達と楽しく遊べるようになってほしい。 ２年生　・物事に集中して取り組めるようになってほしい。

３年生 ４年生

保護者

　保　護　者　の　希　望

1年生　　友達と仲良く過ごせるようにしたい。

国分寺市立第　　　　小学校

　将来についての希望

児童
1年生　　野球選手になりたい。

2年生

３年生

４年生

担任氏名
低学年　　　　　　　　　　□□　□□ 中学年 高学年

△△　△△

（様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             個別の教育支援計画   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ＜記入例＞
　児童について

児童
○○　○○

○○　○○

【記入上の注意】：小学校の様式は、「低学年」欄上

側に1年生の時の担任氏名、下側に2年生の時の担

任氏名を記入する。「中学年」「高学年」欄も同様に

記入する。1，2年生ともに内容が同一の場合は、加

筆しなくてもよい。

学校や家庭の生活における保護者の希望を

記入します。「将来についての希望」「保護者

の希望」を考慮して支援の目標を立てる。

学校生活において児童に必要と考えられる支援や介助員が行う支援等について、

具体的に記入する。

関係機関のカテゴリーに分けて記入する。医療・福祉・個別支援システムに当て

はまらない関係機関は空欄にカテゴリーを記入の上、支援機関名等を記入する。

愛の手帳、就学前の支援等、保護者の了解を得た上で、支援に必要と考えられる情報について記入する。
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日　　時

H24.4.30

H24.6.1

H24.12.10

新規

校長印

作成担当者印

私は、以上の内容を確認しました。

確認日

保護者
氏名・印

４年生

５年生 ６年生

　支援内容の評価と課題
１年生

　場面や相手によって、言葉を使い分けることができるようになってきたが、気持ちのコントロールがで

きない時に、乱暴な言葉や態度をとってしまうことが課題である。

２年生

３年生

　校内委員会及び個別支援委員会の記録
参 加 者 協議内容・引継事項等

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

学年主任

児童理解についての協議（落ち着いて生活できるための環境づくりとして、黒板の掲示物を減らすなどして、刺激を少なくする

ことに取り組む。）

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

学年主任

具体的な支援内容の協議（気持ちをコントロールできない時は保健室で対応する。）

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

個別支援委員会委員

できたことをに対して、ほめることを支援の中心とする。

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

校長・副校長・学級担任・コーディネーター

　作成・更新の確認

作成日

校内委員会での協議内容で共通理解を図り、確認すべき事項や個別支援委員会での

専門家の助言などを記入する。

校内委員会等の参加者について、○印を付ける。記載されて

いない参加者は下段に加筆する。

作成に当たっては、学級担任と特別支援教育コーディネーターが協力して作

成し、保護者の意見を十分に聞いて計画を作成又は更新する。

原則として年度当初に保護者が内容を確認し、署名・

押印する。

各学年末に具体的な支援内容について評価し、課題を記入する。
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② 通常の学級に配置される介助員について 

  ＜改善の方向性＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

   (1)については，Ｐ５の「【図２】義務教育時の支援体制」の中に，【図４】の

ように位置付けます。また，Ｐ15の「学校による支援」の中に，介助員による支

援についても記入できるようにします。  

     

    

【図４】 通常の学級に配置される介助員の特別支援教育における位置付け 

  

 

教育相談室 

(特別支援教育相談員） 
個別支援委員会 

２ 
４ 

学  校 

特別支援教室 

（特別支援教育支援員） 
校内委員会 

特別支援教育 

コーディネーター 

特別支援学級 

（固定学級・通級指導学級） 

個別の教育

支援計画 

個別指導 

計画 

保護者 

１ ３ 
５ 

児童・生徒 

 

学級担任 

  関係機関 

通常の学級における 

介助員 

  

(1) 通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童・生徒に対し，一人一人

のニーズに応じた支援や援助を一層行うため，通常の学級に配置される介助

員を特別支援教育基本計画に位置付ける。 

(2) 「国分寺市公立学校の通常の学級に在籍する児童・生徒に対する介助員制度

事業実施要綱」第３条の「身辺介助」の内容を明確化する。 
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(2)については，「国分寺市公立学校の通常の学級に在籍する児童・生徒に対する

介助員制度事業実施要綱」第３条（＊４）の「身辺介助」の内容を次のように明確

化していきます。 

 
 ＊４  国分寺市公立学校の通常の学級に在籍する児童・生徒に対する介助員制度事業実施

要綱第３条: 

介助員は，対象児童・生徒が在籍する学級において，学校長及び担任教師の指導の

もと，対象児童・生徒の障害の程度に応じた身辺介助等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

③ 特別支援教育にかかる教員の研修体制について 

  ＜改善の方向性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  (1)については，【表６】に示すように，「校内委員会に関する研修」，「個別の

教育支援計画に関する研修」，「特別な支援を必要とする児童・生徒への支援に関

する研修」及び「通常の学級における介助員，特別支援教育支援員との連携に関す

る研修」を４本の柱として，対象者を明確にし，計画的に教員研修を実施していき

ます。 

 特に，若手教員育成研修（採用１年目から３年目まで）において特別支援教育に

関わる研修を実施し，特別な支援を必要とする児童・生徒への指導力の向上を図る

ことが必要であると考えます。 

 また，(2)については，教育委員会主催の研修会及び各学校の校内研修会で，市

内で実施された特別支援教育に関する研究の成果を踏まえた研修を実施するとと

もに，年度末に各学校に対して実践事例をまとめたリーフレットを配布したり，特

別支援学校のコーデイネーターを活用したりしていきます。 

＜身辺介助の具体例＞ 

○廊下を歩く，階段を昇降する 

○給食時に配膳する，片付ける，食事をする 

○体育時等の着替え 

○学習に関わる補助  ・教科書を開く  ・鉛筆を持つ  ・ノートに書く 

・着席する      ・着席の姿勢を保持する等 

○その他個別の障害に応じた必要な支援 

 

＊必要な身辺介助については，校内委員会をとおして保護者と相談し，個別

の教育支援計画に明記する。 

(1) 特別支援教育に関わる教員の研修体系を内容と対象者の視点から整理する。  

(2) 各学校で取り組んできた実践の成果を周知し，市内の全教員が共有できるよ 

うにする。 
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   【表６】 特別支援教育を推進する上での研修体系 

研 修 内 容 管理職 
特別支援教

育コーディ

ネーター 
教  員 

若手 

教員 

校内委員会 ○ ◎ ○ ○ 

個別の教育支援計画   ◎ ◎ ◎ 

特別な支援を必要とする児童・生徒への支援   ◎ ◎ ◎ 

通常の学級における介助員，特別支援教育支

援員との連携 
 ◎ ◎ ○ 

特別支援教育の基礎・基本       ◎ 

 

                        ◎主たる対象者  ○対象者 

 

 さらに，【表７】に示すように，平成 24年度以降の研修について具体的に計画して

いきます。また，夏季に行う研修の一部は，学校と福祉との連携を一層深める上で，

子どもの発達センターつくしんぼと連携して研修会を行うことも検討していきます。 

 

        【表７】 平成 24年度以降の研修について 

 

研修会名 平成 23年度の回数 平成 24年度以降の回数    研修内容 

特別支援教育研修会 

（教育相談・コーディ

ネーﾄ連絡会を兼ねる） 

半日×3回 半日×4回 

 第１回 校内委員会について 

 第２回 個別の教育支援計画について 

 第３回 
特別な支援を必要とする児

童・生徒への支援について 

 第４回 
通常の学級における介助員，特

別支援教育支援員との連携 

特別支援教育研修会 

（夏季研修） 
半日×2回 半日×4回 

第 1回午前 校内委員会について 

第 1回午後 個別の教育支援計画について 

第 2回午前 
特別な支援を必要とする児

童・生徒への支援について 

第 2回午後 
通常の学級における介助員，特

別支援教育支援員との連携 

若手教員育成研修 

1年次 半日×１回 1年次 半日×１回 

特別支援教育の基礎・基本 2年次 半日×１回 2年次 半日×１回 

3年次 なし 3年次 半日×１回 

 


